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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力される映像信号に基づいてイメージを表示するディスプレイ装置において、
　前記映像信号が動映像信号であるかどうかを検出する動映像検出部と、
　前記動映像信号を表示するための動映像階調群に関する情報を保存する動映像階調テー
ブルと、
　前記動映像階調群のうちの隣接した階調の差が、前記隣接した階調の間に中間階調レベ
ルが入るような所定の基準階調差又はそれより大きい場合、前記隣接した階調の間に属す
る階調のうちの前記階調の差に応じた所定個数の中間階調レベルを有する停止映像階調群
に関する情報を保存する停止映像階調テーブルと、
　前記動映像検出部の検出結果によって前記映像信号を、前記動映像階調群と前記停止映
像階調群のうちのいずれか一つに属する階調に変換する階調変換部とを含み、
　前記階調変換部は、
　前記映像信号を前記停止映像階調群の階調に設定する階調設定部と、
　前記動映像検出部の検出結果、前記映像信号が動映像信号であると検出された場合、前
記階調設定部で設定された前記停止映像階調群の階調をディザリング技法によって前記動
映像階調群の階調に変換して出力し、前記映像信号が動映像信号ではないと検出された場
合、前記階調設定部で設定された階調を出力する階調選択部とを含むことを特徴とするデ
ィスプレイ装置。
【請求項２】
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　前記映像信号のフレームを時分割する複数のサブフィールドそれぞれで画素別発光の要
否を示す二進データを前記複数のサブフィールドに対して順次に羅列したサブフィールド
コードワードと前記画素を発光させる維持パルスとを受信し、前記フレーム当り入力され
る前記維持パルスの数に比例する階調で前記画素の輝度を表示するディスプレイ部をさら
に含むことを特徴とする請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項３】
　前記動映像階調テーブルと前記停止映像階調テーブルは前記サブフィールドコードワー
ドのうちのそれぞれ前記動映像階調群と前記停止映像階調群を表現するためのサブフィー
ルドコードワードを保存し、
　前記階調変換部で変換された階調に対応する前記階調テーブルのサブフィールドコード
ワードを前記ディスプレイ部に提供するサブフィールド制御部を含むことを特徴とする請
求項２に記載のディスプレイ装置。
【請求項４】
　入力される映像信号に基づいてイメージを表示するディスプレイ装置の制御方法におい
て、
　前記動映像信号を表示するための動映像階調群に関する情報を保存する動映像階調テー
ブルと、前記動映像階調群のうちの隣接した階調の差が、前記隣接した階調の間に中間階
調レベルが入るような所定の基準階調差又はそれより大きい場合、前記動映像階調群の前
記隣接した階調の間に属する階調のうちの前記階調の差に応じた所定個数の中間階調レベ
ルを有する停止映像階調群に関する情報を保存する停止映像階調テーブルとを設ける段階
と、
　前記映像信号が動映像信号であるかどうかを検出する段階と、
　検出結果によって前記映像信号を、前記動映像階調群と前記停止映像階調群のうちのい
ずれか一つに属する階調に変換する段階とを含み、
　検出結果によって前記映像信号を階調に変換する段階は、
　前記映像信号の各画素の輝度レベルを前記停止映像階調群の階調に設定する段階と、
　前記映像信号が動映像であると検出された場合、設定された前記停止映像階調群の階調
をディザリング技法によって前記動映像階調群の階調に変換する段階とを含むことを特徴
とするディスプレイ装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はディスプレイ装置及びその制御方法に係わり、より詳しくは、動映像及び停止
映像を互いに異なる階調群で表示するディスプレイ装置及びその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ディスプレイ装置のうちの時分割方式を利用して階調を示すＰＤＰ（プラズマディスプ
レイパネル）、ＤＭＤ（デジタルミラーデバイス）のような装置では動く物体の画像で擬
似輪郭が発生する場合がある。ここで、擬似輪郭とは動き領域で周囲との階調差が視覚的
に累積され等高線のような残像が現れるものを言う。
【０００３】
　図１は動映像の擬似輪郭を低減するためのＰＤＰの概略的な制御ブロック図である。図
１に示されているように、ＰＤＰは逆ガンマ補正部１０１、階調制限及び誤差拡散部１０
２、ディザ回路１０３、動き検出部１０４、選択部１０５及びパネル制御部１０６を有す
る。
【０００４】
　逆ガンマ補正部１０１は入力映像信号を次のような式（１）によって変換して出力する
。ここで入力される映像信号はＲ、Ｇ、Ｂそれぞれの輝度レベル情報を有するものである
。入出力輝度レベルが整数で表現されるとする時、小数点以下の輝度情報は誤差となる。
【０００５】
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　　Ｙ＝Ｘ２．２　　　　（１）
　　（ここで、Ｘは入力映像信号を、Ｙは出力信号を示す。）
　階調制限及び誤差拡散部１０２はこのような誤差を周辺画素の輝度に反映されるように
する。つまり、発生した誤差を加重して周辺画素の輝度に加え、周辺画素の誤差を逆ガン
マ補正部１０１から入力された輝度情報に反映させる。
【０００６】
　階調制限及び誤差拡散部１０２のより重要な機能は、逆ガンマ補正部１０１の出力を動
映像の擬似輪郭を低減するための適当な階調で表現することである。
【０００７】
　図２は加重された各サブフィールドによって表示可能な階調のうちの一部が羅列された
（表１）を示したものである。
【０００８】
　以下、（表１）を参照して階調の構成を具体的に説明する。
【０００９】
　１フレームが８個のサブフィールドｓｆ１～ｓｆ８に分かれており、それぞれサブフィ
ールドに順次に１、２、４、８、・・・・１２８個の維持パルスが加重されている。各階
調は各サブフィールドの発光状態の組み合わせによって決定され、これは発光状態を１で
、非発光状態を０で示したコードワードで示されている。例えば、階調［３］のコードワ
ードは１１００００００と示され、階調はコードワードの選択によって１フレームの間に
発光する総維持パルスの数と一致することが分かる。
【００１０】
　（表１）の右側列の‘使用階調’は動映像信号の擬似輪郭を低減するために選択された
階調である。そして‘ディザ階調’は‘使用階調’と共に停止映像の表示のための階調と
して使用される階調である。‘ディザ値’はディザ階調が有する固有値であって、隣接し
た使用階調との階調差と同一である。このように（表１）に示されたサブフィールドによ
って表示可能な階調の範囲は［０～２５５］階調であるが、特定コードワードの階調のみ
を選択的に使用している。
【００１１】
　整理すると、階調制限及び誤差拡散部１０２は逆ガンマ補正部１０１の出力を停止映像
の表示のための一連の階調群（‘使用階調’＋‘ディザ階調’）に制限し、発生する全て
の誤差を周辺画素に拡散させる。
【００１２】
　ディザ回路１０３は入力された階調がディザ階調である場合に該当ディザ値を、動き検
出部１０４は映像信号が示すイメージの動きを検出し、その検出結果を選択部１０５に出
力する。
【００１３】
　選択部１０５は、動き検出部１０４から映像信号が停止映像であると検出された場合、
ディザ回路１０３から入力された階調をそのまま後段のパネル制御部１０６に出力する。
反面、動映像であると検出された場合、選択部１０５はディザ回路１０３から入力された
階調を動映像を表示するための使用階調に変換して出力する。
【００１４】
　例えば、映像信号の輝度レベルが［４４］である場合、階調制限及び誤差拡散部１０２
はディザ階調［４７］に変換し［３］だけの誤差を周辺画素に拡散させる。動き検出部１
０４から動映像であると検出された場合、選択部１０５はディザ階調にディザ値を加減し
て隣接使用階調に変換させる。具体的に、偶数フレームではディザ値の加算をして［４７
］＋［１６］＝［６３］使用階調に変換し、奇数フレームではディザ値の減算をして［４
７］－［１６］＝［３２］使用階調に変換する。結局、時間的に平均［４７］階調を有す
るようにして元来の映像に近い映像を得るようになる。
【００１５】
　図３は動映像を表現する使用階調を整理した（表２）を示したものである。
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【００１６】
　（表２）からわかるように、動映像を表示する使用階調は個数が少ないが、視覚的に細
密に見えないため擬似輪郭を低減することができる。これに反し、停止映像に使用される
階調はより細密な階調まで表現可能になる。
【００１７】
　ところが、従来のディスプレイ装置の使用階調群のうちの隣接する階調間の階調差が非
常に大きい場合、ディザ階調と隣接使用階調との階調差も大きくなりフリッカー（ｆｌｉ
ｃｋｅｒ）が頻繁に発生するおそれがあるという問題点があった。その理由は、映像信号
が動映像信号であるかによって選択部１０５が階調群を変動させる可能性はディザ階調と
隣接使用階調の差に比例して大きくなるためである。また、ディザ階調と隣接使用階調と
の大きな階調差は誤差拡散部で大きな誤差を拡散させて周辺画素にノイズが発生した場合
と同様な不自然な映像が表示されるようにすることがあった。そして、前述のディザリン
グ技法は時系列的なフレームに対して交互に上／下隣接階調に変換してフリッカーを一層
深刻化させることがあるという問題もあった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　したがって、本発明の目的は映像信号を擬似輪郭を低減させフリッカーを防止する階調
群で表現するディスプレイ装置及びその制御方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上記の目的は、本発明による、入力される映像信号に基づいてイメージを表示するディ
スプレイ装置において、前記映像信号が動映像信号であるかどうかを検出する動映像検出
部と；前記動映像信号を表示するための動映像階調群に関する情報を保存する動映像階調
テーブルと；前記動映像階調群のうちの隣接した階調の差が、前記隣接した階調の間に中
間階調レベルが入るような所定の基準階調差又はそれより大きい場合、前記隣接した階調
の間に属する階調のうちの前記階調の差に応じた所定個数の中間階調レベルを有する停止
映像階調群に関する情報を保存する停止映像階調テーブルと；前記動映像検出部の検出結
果によって前記映像信号を前記動映像階調群と前記停止映像階調群のうちのいずれか一つ
に属する階調に変換する階調変換部とを含み、前記階調変換部は、前記映像信号を前記停
止映像階調群の階調に設定する階調設定部と；前記動映像検出部の検出結果、前記映像信
号が動映像信号であると検出された場合、前記階調設定部で設定された前記停止映像階調
群の階調をディザリング技法によって前記動映像階調群の階調に変換して出力し、前記映
像信号が動映像信号ではないと検出された場合、前記階調設定部で設定された階調を出力
する階調選択部とを有することを特徴とするディスプレイ装置によって達成できる。
【００２１】
　そして、前記階調選択部は画素それぞれが有する所定の画素ディザ値を保存するディザ
テーブルをさらに含み、前記停止映像階調テーブルは前記停止映像階調群の各階調別の所
定の階調ディザ値を有し、前記階調選択部の前記ディザリング技法は前記階調設定部で設
定された前記停止映像階調群の階調ディザ値と前記画素ディザ値との大小を比較し、比較
結果に基づいて前記階調設定部で設定された前記停止映像階調群の階調に隣接した二つの
前記動映像階調群の階調のうちのいずれか一つに変換することが画素ノイズ性フリッカー
を減らすのに効果的である。
【００２２】
　前記ディスプレイ装置は前記映像信号のフレームを時分割する複数のサブフィールドそ
れぞれで画素別発光の要否を示す二進データを前記複数のサブフィールドに対して順次に
羅列したサブフィールドコードワードと前記画素を発光させる維持パルスを受信し、前記
フレーム当り入力される前記維持パルスの数に比例する階調で前記画素の輝度を表示する
ディスプレイ部を含むことができる。
【００２３】
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　したがって、前記動映像階調テーブルと前記停止映像階調テーブルは前記サブフィール
ドコードワードのうちのそれぞれ前記動映像階調群と前記停止映像階調群を表現するため
のサブフィールドコードワードを保存し、前記階調変換部で変換された階調に対応する前
記階調テーブルのサブフィールドコードワードを前記ディスプレイ部に提供するサブフィ
ールド制御部を含むことが可能である。
【００２４】
　上記の目的は、本発明の他の分野による、入力される映像信号に基づいてイメージを表
示するディスプレイ装置の制御方法において、前記動映像信号を表示するための動映像階
調群に関する情報を保存する動映像階調テーブルと、前記動映像階調群のうちの隣接した
階調の差が、前記隣接した階調の間に中間階調レベルが入るような所定の基準階調差又は
それより大きい場合、前記動映像階調群の前記隣接した階調の間に属する階調のうちの前
記階調の差に応じた所定個数の中間階調レベルを有する停止映像階調群に関する情報を保
存する停止映像階調テーブルを設ける段階と；前記映像信号が動映像信号であるかどうか
を検出する段階と；検出結果によって前記映像信号を前記動映像階調群と前記停止映像階
調群のうちのいずれか一つに属する階調に変換する段階とを含み、検出結果によって前記
映像信号を階調に変換する段階は、前記映像信号の各画素の輝度レベルを前記停止映像階
調群の階調に設定する段階と；前記映像信号が動映像であると検出された場合、設定され
た前記停止映像階調群の階調をディザリング技法によって前記動映像階調群の階調に変換
する段階とを含むことを特徴とするディスプレイ装置の制御方法によっても達成できる。
【００２６】
　また、画素による所定の画素ディザ値を保存するディザテーブルと、前記停止映像階調
テーブルに前記停止映像階調群の各階調別の所定の階調ディザ値をさらに設ける段階をさ
らに含み；前記ディザリング技法は前記階調ディザ値と前記画素ディザ値との大小を比較
し、比較結果に基づいて設定された前記停止映像階調群の階調に隣接した二つの前記動映
像階調群の階調のうちのいずれか一つに変換することが画素ノイズ性フリッカーを最少化
するのに効果的である。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によると、動映像の擬似輪郭を低減させフリッカー、画素のノイズなどを最少化
することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、添付した図面を参照して本発明の実施例を詳細に説明する。
【００２９】
　図４は本発明の実施例によるディスプレイ装置の制御ブロック図である。図４に示され
ているように、ディスプレイ装置は動映像検出部１０、動映像階調テーブル２０、停止映
像階調テーブル３０、階調変換部４０及びパネル駆動部５０を有する。
【００３０】
　動映像検出部１０は入力映像信号が動映像信号であるかどうかを検出する。検出技法と
しては一定の大きさのブロック単位で直前フレームと現在フレームの動きベクターを抽出
する動き評価技法、画素の映像値の変化を推定する動き算出技法などが使用される。
【００３１】
　動映像階調テーブル２０は動映像信号を表示するための動映像階調群に関する情報を保
存する。動映像階調群に関する情報はディスプレイ装置によって異なり、時分割方式によ
って映像を処理するＰＤＰ、ＤＭＤのようなディスプレイ装置はサブフィールドコードワ
ードのような二進データで保存できる。特に、擬似輪郭を低減させるためには使用階調の
うちの隣接階調コードワード相互間のビット遷移が少ないのが好ましく、（表２）のコー
ドワードは前述のビット遷移が１ビットに制限されたことを見ることができる。
【００３２】
　停止映像階調テーブル３０は停止映像信号を表示するための停止映像階調群に関する情
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報を保存する。ただし、停止映像階調群は動映像階調群のうちの互いに隣接した階調間の
階調差によって数個の中間階調レベルを有するディザ階調を含む。
【００３３】
　例えば、（表１）で表示可能な全ての階調範囲［０～２５５］階調が停止映像階調群と
して用いられることができる。この場合、停止映像を最も細密に表示することができるが
、ディザリングのためのイメージの処理ブロックのサイズや後述のディザ値などが増加す
る短所もある。中間階調相互間あるいは使用階調との階調差が所定の階調差を維持するよ
うに中間階調を配置することもできる。その他、図５に示したように、ランダムな方法で
システム設計時に不規則に適正個数の中間階調を使用階調の間に位置させることができる
。
【００３４】
　階調変換部４０は動映像検出部１０の検出結果によって映像信号を動映像階調群と停止
映像階調群のうちのいずれか一つに変換してパネル駆動部５０に出力する。パネル駆動部
５０は各画素単位で入力される階調の通りにパネルの該当画素を発光させる。
【００３５】
　本実施例では停止映像階調群のディザ階調、つまり、中間階調と動映像階調群の使用階
調との階調差が小さいため、使用される階調群が変動されてもフリッカーを減らすことが
できる。例えば、既存の上／下限使用階調［２５５］と［１２７］の中間ディザ階調［１
９１］は階調差、つまり、ディザ値が［６４］であり、［６４］階調に該当する階調変動
がフリッカーを発生させる。しかし、約［３］階調差を有する複数の中間階調を停止映像
階調群に位置させる場合、階調群の変動が発生しても最少［３］階調から最大［６４］階
調までの階調変化が生じ、フリッカーの発生を減らすことができる。
【００３６】
　階調変換部４０は具体的に階調設定部４１と階調選択部４２を備えるようにすることが
できる。
【００３７】
　階調設定部４１は映像信号を停止映像階調群の階調に設定する。このためにＰＤＰの場
合、前述の逆ガンマ補正部、誤差拡散部などを含むことができることはもちろんである。
これによって、誤差拡散部は停止映像階調群の階調が稠密に形成されるので誤差を大きく
拡散させないようになる効果を得ることができる。
【００３８】
　階調選択部４２は停止映像階調群の階調を受信し動映像信号であるかどうかによって出
力階調を決定する。つまり、動映像検出部１０から停止映像信号であると検出された場合
、停止映像階調群の階調をそのまま出力し、動映像信号であると検出された場合、停止映
像階調群の階調を動映像階調群の階調に変換して出力する。
【００３９】
　ここで、停止映像階調群の階調を動映像階調群の階調に変換するためにディザリング技
法を使用することができる。
【００４０】
　ディザリング技法は各中間階調が有するディザ値と各画素が有する画素値とを比較し、
大小によって隣接した動映像階調群の階調のうちのいずれか一つに変換して出力すること
である。
【００４１】
　例えば、図５の（表３）に示されているように、ディザ階調のディザ値は前記隣接階調
から漸増する順序１、２、３、…通りに設定されることができる。
【００４２】
　このようなディザリング方式はフレーム単位で上／下位隣接使用階調を交互的に選択し
、発生する従来のノイズ性フリッカーを防止することができて非常に効果的である。
【００４３】
　本発明の実施例として提示された制御ブロックはソフトウェア的に処理することができ
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るのはもちろんである。
【００４４】
　図６は本発明の他の分野の実施例によるディスプレイ装置の制御方法のフローチャート
である。以下、図面を参照して本発明の他の分野によるディスプレイ装置の制御方法につ
いて説明する。
【００４５】
　まず、前述の動映像階調群に関する情報を有する動映像階調テーブル２０と前述の停止
映像階調群に関する情報を保存する停止映像階調テーブル３０を設ける（Ｓ１）。このよ
うな階調テーブルは所定のメモリにテーブルで保存され、フレームを時分割して処理する
ディスプレイ装置ではコードワードまたは各サブフィールドに加重された維持パルスの数
に関する情報を含むことができる。
【００４６】
　その次に、入力された映像信号が動映像信号であるかどうかを検出し（Ｓ２）、検出結
果によって入力映像信号を階調群のうちのいずれか一つに属する階調に変換させる。
【００４７】
　映像信号を階調に変換する段階は次のような段階に細分化され得る。つまり、まず、映
像信号の各画素の輝度レベルを停止映像階調群の階調に設定し（Ｓ３）、映像信号が停止
映像信号であると検出されると（Ｓ４）、停止映像階調群の階調を出力する（Ｓ５）。反
面、映像信号が動映像信号であると検出されると（Ｓ４）、ディザリング技法によって停
止映像階調群の階調を動映像階調群の階調に変換して出力する（Ｓ６）。ここで使用され
るディザリング技法は前述のディザリング技法と同様に使用されることができるのはもち
ろんである。
【００４８】
　たとえ本発明のいくつかの実施例が図示され説明されたが、本発明の属する技術分野に
おける通常の知識を有する当業者であれば本発明の原則や精神から外れず本実施例を変形
できることが分かる。発明の範囲は添付された請求項とその均等物によって決められる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】動映像の擬似輪郭を低減するためのＰＤＰの概略的な制御ブロック図である。
【図２】加重された各サブフィールドによって表示可能な階調が羅列された（表１）を示
したものである。
【図３】動映像を表現する使用階調を整理した（表２）を示したものである。
【図４】本発明の実施例によるディスプレイ装置の制御ブロック図である。
【図５】適正個数の中間階調をランダムに使用階調の間に位置させた階調を羅列した（表
３）を示したものである。
【図６】本発明の他の分野の実施例によるディスプレイ装置の制御方法のフローチャート
である。
【符号の説明】
【００５０】
１０　　動映像検出部
２０　　動映像階調テーブル
３０　　停止映像階調テーブル
４０　　階調変換部
４１　　階調設定部
４２　　階調選択部
５０　　パネル駆動部
１０１　逆ガンマ補正部
１０２　階調制限及び誤差拡散部
１０３　ディザ回路
１０４　動き検出部
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１０５　選択部
１０６　パネル制御部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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